
第63回日本環境化学会講演会

「近年の化学物質汚染と
分析技術に関する講演会」

お問い合わせ先： 一般社団法人日本環境化学会 事務局 参加登録はこちら→

〒305-0074 茨城県つくば市高野台3-18-7 サンガーデン高野台103

TEL: 029-886-3185 E-mail: office@j-ec.or.jp

開催日時：2025年1月16日（木） （受付13:15～）
開催場所：日比谷コンベンションホール（〒100-0012東京都千代田区日比谷公園1-4）

https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/#access
開催方式：対面とZoomのハイブリッド（会場100名程度、Web参加100名程度予定）
主 催：（一社）日本環境化学会、NPO法人環境測定品質管理センター
後 援：（一社）日本環境測定分析協会
参 加 費：主催後援団体会員：無料、非会員：4000円(税込) 
参加方法：事前参加登録制（参加登録期日 2025年1月13日）
開催趣旨：世界的な環境課題であるマイクロプラスチック、PFASの

汚染実態や今後に向けた展開、近年頻発する災害や
事故に伴う化学物質リスクへの分析技術の開発や対応
体制作りなど化学物質汚染の最新の状況・対策につい
て講演頂きます。

プログラム：
13:30 開会あいさつ
13:35-14:20 「事故・災害時の化学物質漏洩への対応技術開発と地方環境研究所との取組」

中島大介 氏（国立環境研究所環境リスク・健康領域副領域長）
14:20-15:05 「災害・事故等で懸念される難揮発性物質の網羅分析手法の開発と実践」

西野貴裕 氏（（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所環境リスク研究科 主任研究員）
15:05-15:15 休憩
15:15-16:00 「プラスチック添加剤のマイクロプラスチックを介した長距離輸送と生物濃縮」

高田秀重 氏（東京農工大学大学院 農学研究院 環境資源科学科教授）
16:00-16:45 「製品中有機フッ素化合物PFASの含有実態と包括管理に向けた今後の展開」

三宅祐一 氏（横浜国立大学大学院環境情報研究院 理工学部 化学・生命系学科 准教授）
16:45 閉会あいさつ

https://j-ec.smartcore.jp/M02/event_detail/QTJZPQ==
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